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若年性認知症サポートセンターの
役割と取組について
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若年性認知症支援コーディネーターについて

【若年性認知症支援コーディネーターの役割】

• 若年性認知症支援コーディネーターは、若年性認知症の人のニーズにあった関
係機関やサービス担当者との「調整役」になることが期待される

• 必要に応じて、職場や福祉サービス事業所等と連携し、就労継続や居場所づく
りに働きかけるなど、本人が自分らしい生活を継続できるよう本人の生活に応じた
総合的なコーディネートを行うことが求められる

「若年性認知症支援コーディネーター配置のための手引き書」より

【若年性認知症支援コーディネーターとは】

2015年度の認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）に基づいて、各都
道府県に若年性認知症の相談窓口が設置され、関係機関の調整役として若年
性認知症支援コーディネーターが配置されることとなった
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若年性認知症サポートセンターの業務

１．相談窓口（本人・家族・専門職・企業等から）

２．若年性認知症支援連携体制の構築

３．若年性認知症の人や家族のつどいの開催

介護保険事業所

地域障害者職業センター

地域包括支援センター

行政機関

ハローワーク

法テラス

医療機関

【連携機関】

警察

認知症疾患医療センター４．企業等への雇用継続理解促進事業

５．就労等社会参加支援

障害福祉サービス事業所

埼玉県では若年性認知症支援
コーディネーターを3名配置し、事
務所を構え、2020年からは若年
性認知症サポートセンターとして
活動している
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2021年度 若年性認知症サポートセンターの相談実績

◆年間延べ相談数は1545件、１か月平均128件
◆年間新規相談数は140件、１か月平均12件
◆家族からの相談が最も多く、次に本人、地域包括支援センターと続く
◆医療機関からの相談と企業からの相談が同じくらいとなっている

合計 人数 延件数 人数 延件数 人数 延件数 人数 延件数 人数 延件数 人数 延件数 人数 延件数 人数 延件数 人数 延件数 人数 延件数 人数 延件数 人数 延件数 人数 延件数

本人 2 33 2 29 2 28 4 33 2 29 6 21 2 21 6 26 16 11 4 28 2 23 32 298

家族 9 57 5 53 3 60 7 59 3 45 8 60 8 69 4 63 2 35 3 75 2 58 6 73 60 707

職場・企業（産業医含） 2 4 1 1 1 5 5 2 3 1 7 4 2 4 6 4 44

医療機関 4 3 2 2 3 3 6 4 2 4 1 2 2 7 5 40

市町村担当課 1 6 5 1 7 6 7 7 1 10 6 1 4 6 6 3 71

地域包括支援センター 3 28 2 14 1 19 1 18 2 14 1 13 2 21 15 4 8 1 13 2 19 11 19 193

居宅介護支援事業所 1 1 3 1 2 1 5 4 3 1 9 1 21 1 4 3 3 7 9 62

年金事務所・社労士等 3 3 2 1 3 1 1 2 16

障害福祉サービス事業所 1 2 1 1 5

障害者就労支援関係事業所 1 9 3 2 1 2 7 2 4 1 4 5 1 40

その他 1 11 2 4 2 11 5 9 1 9 4 3 2 3 3 1 5 7 69

月別合計 18 148 13 112 10 142 13 138 7 119 16 123 14 145 12 148 7 79 6 120 10 127 14 144 140 1,545

総合計１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
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2019年４月～2022年３月までの新規相談：591件
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新規相談者の状況 ①
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2019年４月～2022年３月までの新規相談：591件

就労中 180

30.5%

退職 188

31.8%

休職中 39

6.6%

転職 4

0.7%

就労無 113

19.1%

不明 67

11.3%

相談時の就労の状況

アルツハイマー

246

47.6%
診断前 145

28.0%

前頭側頭葉変性症 59

11.4%

脳血管障害 13

2.5%

レビー小体型 11

2.1%

高次脳機能障害 4

0.8%

MCI 3

0.6% その他 36

7.0%
疾患別

新規相談者の状況 ②
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新規相談者の状況 ③

159

120

130

140

150

160

件

35

26
22

18 18
14 14 13 13 13 11 11

7 7 7 7 6 6 6 6 6 5 5 4 4 4 4 4 4 4 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1
0

10

20

30

40

50

さ
い
た
ま
市

川
口
市

川
越
市

草
加
市

所
沢
市

新
座
市

熊
谷
市

越
谷
市

鴻
巣
市

戸
田
市

入
間
市

春
日
部
市

上
尾
市

加
須
市

蕨
市
八
潮
市

ふ
じ
み
野
市

狭
山
市

朝
霞
市

志
木
市

北
本
市

三
郷
市

深
谷
市

桶
川
市

飯
能
市

東
松
山
市

久
喜
市

幸
手
市

白
岡
市

伊
奈
町

川
島
町

本
庄
市

和
光
市

富
士
見
市

蓮
田
市

坂
戸
市

鶴
ヶ
島
市

日
高
市

宮
代
町

杉
戸
町

行
田
市

羽
生
市

吉
川
市

吉
見
町

上
里
町

寄
居
町

秩
父
市

三
芳
町

小
川
町

鳩
山
町

と
き
が
わ
町

美
里
町

松
伏
町

2019年４月～2022年３月までの新規相談：591件のうち居住地が確認できた507件の内訳



若年性認知症の社会的な課題

・専用の相談窓口が市町村にない
・利用可能な医療、介護、障害福祉、就労などの情報
が得にくい

公的支援の課題

医療支援の課題

・専門医療機関の情報が少ない
・診断後のフォローがなく相談機関へ繋が
らない

介護・障害支援の課題

・事業所は対応のノウハウの蓄積が無い
・利用者は受け入れ可能な事業所の情報が無い

社会的支援の課題
・進行性疾患であるため就労支援が困難であり、
退職後の社会的な居場所もない
・職場で気づかれにくく、就労継続に向けた
環境整備等も不十分

経済的支援の課題

・経済的困窮・就学中の子どもの教育費や家のローン
・経済保障など既存の制度を活用できていない
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企業等での就労
（企業の理解・配置転換・できる仕事の見極め・障害

者枠での就労含む）

居 場 所 づ く り ・ 社 会 参 加 支 援
（ 認 知 症 カ フ ェ 、 本 人 交 流 会 、 当 事 者 ・ 家 族 の 会 ・ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 ・ 趣 味 活 動 の 継 続 ・ 講 演 活 動 等 ）

介護保険サービスによる支援
（デイサービス・小規模多機能等）

障 害 福 祉 サ ー ビ ス ・ 福 祉 的 就 労
（就労移行支援・就労継続支援A型・B型等）

症状が進行し、働けなくなっ
ても自分の居場所があり、社
会とのつながりを持ち続けら
れる

症状の進行

障害福祉サービスによる支援
（移動支援等）

医療サービスによる支援
（デイケア等）

就労等社会参加支援・居場所づくり
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社会参加活動の場の創出 「リンカフェ」の開催
【目的】
若年性認知症の本人の活躍の場所
本人同士が出会える場所
本人、介護者がホッとできる場所

【開催日】 毎週木曜日

【参加者】
若年性認知症の本人（診断前後の方を中心に）
介護者・支援者等

【特徴】
若年性認知症の本人がスタッフとして活動

参加希望の方は事前予約が必要です
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社会参加活動の場の創出 越谷市 「がーやカフェ」

元看護師のカフェオーナーの協力を得て、
埼玉県希望大使の菊地さんがスタッフとなり、越谷市主
催の「がーやカフェ」が2021年10月にオープン!!
周辺の川口市、草加市、春日部市からの参加も多数



12

若年性認知症の本人の社会参加活動等を支援

【看護大学での授業】

【埼玉県オレンジ大使任命式】

【講演会でオカリナを披露】
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家族支援の取り組み

同じ境遇にある介護者が、日頃
の悩みや苦労を語り合うことが
でき、横のつながりができる

介護の工夫や社会資源の利用
等について情報交換することが
できる

情報交換することで認知症をよ
り理解することができる
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若年性認知症サポートセンターでは、地域の専門職の

方々と連携し、若年性認知症の人の支援に取り組んで

いきたいと考えています。今後もどうぞよろしくお願いします。

若年性認知症サポートセンターをご紹介ください


